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著
者
の
東
田
勉
さ
ん
は
認

知
症
医
療
に
つ
い
て
長
年
取

材
を
重
ね
て
き
た
熟
達
の
介

護
ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
。
９
人

の
医
師
に
改
め
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
。

　
東
京
都
内
を
は
じ
め
岐
阜

県
土
岐
市
、千
葉
県
市
川
市
、

埼
玉
県
川
越
市
、
鹿
児
島
市

な
ど
全
国
の
診
療
所
な
ど
を

訪
ね
歩
い
て
ま
と
め
た
。
権

威
の
あ
る
大
団
体
や
大
病
院

と
は
縁
の
な
い
、
地
域
密
着

の
医
師
が
大
半
だ
。

　
各
地
に
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、
認
知

症
医
療
は
歴
史
が
浅
く
手
探

り
状
態
。
そ
れ
だ
け
に
独
自

の
診
療
手
法
は
傾
聴
に
値
す

る
。
東
田
さ
ん
は
薬
へ
の
造

詣
が
深
く
、
繰
り
出
す
質
問

は
患
者
や
生
活
者
の
目
線
。

一
問
一
答
の
場
面
に
は
緊
張

感
が
あ
ふ
れ
る
。

　
よ
り
よ
い
医
療
へ
の
目
指

す
頂
上
は
同
じ
で
も
、
登
り

口
は
さ
ま
ざ
ま
。
著
者
が
名

医
の
条
件
と
し
て
挙
げ
る
の

は
、
ア
リ
セ
プ
ト
な
ど
抗
認

知
症
薬
の
増
量
規
定
を
定
め

た
標
準
治
療
に
疑
問
を
抱
い

て
い
る
か
が
出
発
点
だ
。
増

量
規
定
に
よ
る
副
作
用
を
避

け
る
た
め
、
少
量
投
与
に
踏

み
切
る
医
者
も
い
た
。
そ
の

意
を
受
け
て
厚
労
省
は
適
量

投
与
へ
方
針
転
換
し
た
が
、

現
場
で
十
分
に
は
浸
透
し
て

い
な
い
。

　
著
者
は
、
「
介
護
問
題
は

認
知
症
に
尽
き
、
認
知
症
問

題
は
薬
害
に
あ
る
」
と
確
信

を
抱
く
。
抗
認
知
症
薬
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
登
場
す

る
医
師
た
ち
は
具
体
的
に
自

身
の
見
解
を
述
べ
る
。
医
師

と
し
て
の
在
り
様
が
浮
き
彫

り
に
な
り
、
認
知
症
に
向
か

う
姿
勢
が
よ
く
分
か
る
。

　
薬
だ
け
が
テ
ー
マ
で
は
な

い
。
「
な
ぜ
医
者
に
な
っ
た

の
か
」と
生
い
立
ち
を
問
う
。

介
護
家
族
と
の
か
か
わ
り
方

も
尋
ね
る
。
介
護
職
と
の
連

携
ぶ
り
も
聞
き
出
す
。
注
目

さ
れ
る
診
断
法
、
コ
ウ
ノ
メ

ソ
ッ
ド
の
実
践
者
も
い
て
、

そ
の
中
身
も
詳
細
に
紹
介
さ

れ
る
。

　
９
人
の
医
師
は
、
掲
載
順

に
西
村
知
香
、長
谷
川
嘉
哉
、

森
田
洋
之
、
上
田
諭
、
白
土

綾
佳
、
松
野
晋
太
郎
、
平
山

貴
久
、
平
川
亘
、
岸
川
雄
介

の
各
氏
で
あ
る
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
有
資
格
者
や

歳

過
ぎ
て
医
師
免
許
を
取
得
し

た
人
も
複
数
い
て
、
か
な
り

ユ
ニ
ー
ク
。
普
通
の
医
師
像

と
は
違
う
。

　
そ
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
著
者
が
「
認
知
症
医

療
の
神
髄
」
と
称
え
る
平
川

医
師
の
発
言
だ
。
あ
る
抗
認

知
症
薬
に
つ
い
て
、
「
増
量

規
定
を
守
り
過
量
投
与
の
結

果
、
幾
人
も
の
死
者
が
出
て

い
る
に
違
い
な
い
」
と
著
者

は
そ
の
発
言
内
容
を
解
説
す

る
。
衝
撃
の
事
実
だ
。

　
巻
末
で
は
、
著
名
な
在
宅

医
の
長
尾
和
宏
さ
ん
が
、
９

人
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
応
援
コ
メ

ン
ト
を
寄
せ
て
お
り
、
登
場

者
た
ち
の
人
柄
、
実
績
へ
の

理
解
が
よ
り
深
ま
る
。


